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ある。データの転送速度（実測値）は 45.5Kbps を得た。新シス 
テムは 2000 年 3 月から稼動しているが、これまでの二ヶ月間、 
通信上の問題は発生していない。 
 



































ダプタ）は非 ISDN 機器を ISDN 回線（INS ネット６４）に接続するために必要な
ものである。なお「INS ネット６４」とは NTT が提供する ISDN（Integrated Services 






























ら 20 分間であって、その後の 40 分間は次の観測時間である正時を待っているの
である。そこでこの待ち時間をデータ転送に割り当てて、一台のパソコンでデー
タの取得も転送も出来ないかと考えた。幸いなことに 1 日分のデータを転送する
のに要する時間は約 30 分である。充分これらのことは可能であると判断した。 
ただ、データ取得中を含め、いつでも通信が可能だった旧システムの利便さは犠
牲にした。新システムを Fig.2 に示す。大潟波浪観測所のパソコンＸは GPIB を介
して A/D 変換器から送られてくるデータを内蔵ハードディスクに収録する。また


































ロジック図の High がなんらかの処理をプログラムで行っている事を示す。0 分か
ら 20 分までの間は、A/D 変換器から 30 秒間隔で送られて来るデータを①で受け
取り次に②でファイルに書き込み③でデータの画面表示を行う。四画面の表示を
終了したのちは、次の A/D 変換器からのデータを受け取るために、④に戻り①→
②→③と同じ処理を 30 秒間隔で繰り返す。 




















 この新システムは 2000 年 3 月からオンライン化され順調に稼働中である、これ
までのところ通信中のデータ化けあるいは通信の失敗によるトラブルは全く生じ
ていない。また旧システムと違ってプログラム上でのアクセスの方法が大きく異












３） 相手局に対して DOS コマンドを実行させる事が出来る。 






れの約 1/3 にとどめる事が出来た。ただ旧システムではマルチサーバー型の HDU
を使用していたためいつでも相手局に対して通信が可能であったが、今回の新シ
ステムでは、それが出来なくなり通信に制限が加えられてしまった。この件は、
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からの転載です。 
